
 

◇都市美対策審議会表彰広報部会

選考［令和５年 12 月中旬］

◇都市美対策審議会に選考結果を報告

［令和６年３月（予定）］

○活動調査等［令和５年 11 月～12 月中旬］

・地域まちづくりの活動状況の調査を事務局で実施

し、調査票等を作成

・12 月中旬に活動調査票等を各委員へ送付

◇まちなみ景観部門案件調査等

［令和５年８月～10 月］

・事務局で案件調査を行い、応募案件の個票を作成

・個票を各委員へ送付

○地域まちづくり推進委員会に選考結果を報告

［令和６年３月（予定）］

地域まちづくり部門 まちなみ景観部門 

○地域まちづくり推進委員会表彰部会

［令和４年 11 月 25 日］

・第 11 回の方針・スケジュール等を審議

◇都市美対策審議会表彰広報部会

［令和４年 11 月７日］

・第 11 回の方針・スケジュール等を審議

◎地域まちづくり推進委員会表彰部会・都市美対策審議会表彰広報部会 合同部会［令和５年１月 24日］

・第 11 回の方針・スケジュール等を確認、募集方法の審議

◎募集［令和５年５月～６月］

・応募はがき又はウェブページからの電子申請、電子メールによる応募 ・自薦、他薦は不問、複数の応募も可

○表彰部会［令和５年７月］

・部会長選任 ・審査の流れ確認 ・応募状況報告

○地域まちづくり推進委員会表彰部会（二次選考）

［令和５年 12 月下旬～令和６年１月上旬］

◇都市美対策審議会表彰広報部会

現地調査［令和５年 12 月上旬］

◎表彰対象決定・公表［令和６年２月～３月頃］

・両部門の選考終了後、市長が表彰対象を決定し、３月頃結果を公表（記者発表・ホームページ等）

◎表彰式（選考委員出席）［令和６年５月頃］

○書面選考（一次選考）［令和５年９月～10 月］ 

・各委員の評価を基に 10 団体程度の選考を行う

○活動調査等［令和５年７月～８月］

・活動団体及び関係区局に調査を実施し、９月上旬

に調査票等を各委員へ送付

○地域まちづくり推進委員会

［令和５年５月～６月］・表彰部会委員選任

◇都市美対策審議会（親会）［令和５年８月］

・表彰広報部会委員選任

第 11 回横浜・人・まち・デザイン賞 スケジュール 

資料１ 
※下線部分は第 10 回からの変更
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各部会で出された主な意見とその対応について 

【横浜市都市美対策審議会表彰広報部会（令和４年 11 月７日）】 

（１）応募件数を増やすことに対する工夫や配慮として、募集リーフレットの配布場所や配布する  

相手方の再検討が必要ではないか。 

⇒再度、配布先等について調整し、適宜追加します。

（２）応募方法としては、ＳＮＳで写真だけでも良いような、応募のハードルを下げてあげる配慮 

をしてほしい。 

⇒はがき、電子申請システム以外でも電子メールでの応募を追加します。また、SNS へハッシ

ュタグ等をつけて投稿し、応募する形式は、その投稿にサービスの全利用者がアクセスでき

てしまうことから、審査・選考前の段階から応募案件を公表してしまうことになり、他薦が

可能な本表彰制度では馴染まないと考えます。しかし、広報・普及用のツールとしては SNS

が効果的であるため活用していきます。

（３）受賞後の反響を紹介することで、次の応募につながる。また、パネル展を区役所だけでなく、

様々な場所で開催してはどうか。 

⇒募集リーフレットに本市ＨＰへのＱＲコードを記載し、過去の受賞景観を閲覧できるように

します。また、パネル展の開催場所については広く知ってもらえるように広報・周知します。

（４）募集リーフレットは難しいことを求められているようなイメージがあるので、内容について 

もハードルを下げてあげるような工夫が欲しい。また、パネルや募集リーフレット自体の質や

グレードを上げることも必要だろう。 

⇒写真を増やすなど、文章量を減らし、パネルは目につきやすく、リーフレットは手に取りや

すいデザインとします。

（５）郊外部の応募につながるように、募集リーフレットに郊外部の写真を増やすといった配慮を

してはどうか。 

⇒手に取りやすいデザインとすることとあわせ、郊外部の受賞案件の写真を増やします。

資料２ 
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【横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会（令和４年 11 月 25 日）】 

●「選考の視点」が市民に伝わりにくいので、文章形式で分かりやすく表現した方がよい。 

  ⇒ 部会でいただいた意見をもとに、修正案を作成し、事前に委員の皆様に確認いただきまし

た。（資料３参照） 

 

 

《「選考の視点」に対する主な意見》※下記ゴシック部分が、旧選考基準です。 

① 公共性 

・ 「公共性」だけでは分かりにくいので、具体的な評価がよい 

・ 「公共性」の考え方として、「地域への貢献」「地域の魅力向上」「地域の課題解決」などがあ

げられる 

・ 自らが気づいた地域の課題に向かい合う、というニュアンスが盛り込めれば良い 

 

② 積極性 

・ 「団体の発意」をもう少しわかりやすくできたらよい→「主体性、自主性」 

・ 活動の中で出た課題を乗り越えていく意味合いを含む 

・ 「積極性」の言い換えとして、「熱い思い」もよい 

・ 「熱意」をもっと具体的に表現した方がよい 

 

③ 地域住民等の幅広い参加や他団体との連携 

・ 他のコミュニティと関係がなくても、地域に開かれた公益性のある活動はある 

・ 「連携」は必須でなくてもよいが、解決が困難な課題に他団体と協力したことで生み出され

た相乗効果はしっかり評価したい 

・ 閉鎖的ではないということが重要であり、関心のある人が情報を得て参画できればよいので

はないか 

 

④ 創意工夫 

・ 「横浜らしい、地域らしい」ものに対する評価をしっかりしたい 

・ 新しい可能性がある活動に対しても評価したい 

・ 少人数で少し尖った特徴のある活動こそ、魅力があり、地域に影響力があったりもする 

 

⑤ 今後の活動の継続性・発展性 

・ 「新しいことに挑戦した団体」及び「活動を着実に継続してきた団体」への評価 

・ 共通の総合評価にとらわれすぎず、各委員が推すポイントを意見交換することで、様々な地

域を選考できればよい 
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選考方法等について 

地域まちづくり部門 まちなみ景観部門 

根拠法令 

● 横浜市地域まちづくり推進条例第 15条

市長は、地域まちづくりに関して特に著しい功績のあったものに対し、表彰を行うことができる。

● 横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例第 17条

市長は、魅力ある都市景観の創造に特に著しい功績のあったものに対し、表彰を行うことがで

きる。

表彰対象 

● 活動の主体となる団体及びその取組を支援した個人または団体を表彰します。 ● 横浜市内のまちなみ、建築物、プロムナード、モニュメントなど景観づくりに貢献した

事業者、設計者、施工者などを表彰します。

● 運営者として貢献した人や、ものづくりに貢献した人も表彰対象とする場合があります。

応募期間 ●令和５年５月１日～６月 30日（２か月間）

応募要件 

● 横浜市内における地域まちづくりであること。

● おおむね３年以上の取組実績があること。

● 地域の個性を活かした魅力ある都市景観の形成に寄与している「まちなみ」や「建築物」、「工

作物」等であること。 

● おおむね 10年以内に新しく造られたものや、歴史的建造物等再生されたものであること。

● 過去に「横浜まちづくり功労者賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞」まちづくり活動部門又は

地域まちづくり部門を受賞したものは対象外とします。

● 過去に「横浜まちなみ景観賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞」まちなみ景観部門を受賞

したものは対象外とします。

応募方法 
● 応募はがき、電子申請、電子メールによる応募

● 自薦、他薦は不問、複数の応募も可

両部門の 

振り分け調整 

● 本人の意思を確認した上で錯誤と認められる案件については、事務局で振り分けを行います。

● 両部門の応募・選考状況について、両部会委員に情報提供を行います。

選考方法 

● 活動調査等（団体作業）

・推薦があった地域まちづくりに取り組んでいる全ての団体へ調査票の作成と提出を依頼します。ま

た、他薦団体には合わせて推薦票を送付するとともに、推薦者の氏名を聞かれた際はお伝えします。 

・上記書類の内容について関連区局に照会を依頼。

● 書面選考（一次選考）

・委員は事務局が送付する調査票等に基づき、10団体程度を選考します。

● 活動調査（事務局作業）

・地域まちづくりの活動状況調査を事務局で実施し、調査票を作成します。

・活動調査の際に、事務局が支援賞の説明を団体に行い、支援賞調査票の提出を依頼します。

・事務局が支援賞対象案件の調査を実施します。

● 表彰部会（二次選考）

・調査票（団体作成）及び活動調査（事務局作業）をふまえ、委員による投票により受賞候補案件を

選考します。選考結果について審議を行い、受賞案件を選定します。

・受賞案件を支援した個人または団体（支援賞対象案件）から、支援賞の選考を行います。

● 案件調査（事務局作業）

・必要に応じて部門変更や応募要件に適合しない案件の除外を行った上で、対象の概要や現地の

状況等を調査し、応募案件個票を作成し委員あてに送付します。

・案件の詳細情報について不明な点等がある場合には、必要に応じて応募者、所有者等にヒアリ

ングを行います。

● 委員による現地調査

・委員は応募案件個票に基づき、各自で５～１０件程度現地調査の希望案件を選定します。

・希望が多い案件を中心に、現地調査を行う案件を事務局が選定します。

・事務局でバス等を準備し、方面別に午前の部・午後の部に分けて現地調査を行います。

● 都市美対策審議会表彰広報部会による選考

・個票の審査、現地調査をふまえ、各委員が受賞候補案件を選考します。 (事前選考)

・事前選考の内容を参考に表彰広報部会による審議を行い、受賞案件を選定します。

・部会での選考結果を都市美対策審議会に報告します。

選考基準 

● 横浜まちづくり顕彰事業実施細目第３条第２項（改定予定）

①地域の魅力向上や、課題を見出して解決につながっている活動

②熱意をもって主体的に取り組まれている活動

③多様な地域住民に開かれ参加・参画している活動

④活動の独創性、地域資源（人、空間など）を生かした活動

⑤継続性・発展性・波及効果がみられる活動

● 横浜まちづくり顕彰事業実施細目第３条第１項

①地域の個性と魅力にあふれた新しい都市景観の創造に寄与しているもの

②まちの活性化に寄与し、賑わいのある都市景観を形成しているもの

③歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与し、又はそれらと調和を保っているもの

④横浜らしさの演出に寄与しているもの

⑤都市景観と環境や福祉への配慮などの先進的な取組が調和しているもの

⑥その他、優れた都市景観の形成に寄与しているもの

結果の公表 ● 市長による表彰対象案件決定後、記者発表及び本市ウェブページ等により結果を公表します。

※下線部分は第 10 回からの変更点

資料３ 
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募集・広報の方法について 

（１）記事掲載先 ※ 下線：新規

広報内容 時期（予定） 備考 

記者発表 令和５年４月下旬 PR TIMES（配信サービス） 

横浜市ホームページ 令和５年５～６月 

広報よこはま「はま情報」 令和５年５月 

神奈川新聞「市民の広場」 令和５年５月上旬 

テレビ神奈川「ハマナビ」

※お知らせコーナー
令和５年５月上旬 

雑誌等 令和５年５月上旬 タウンニュース

メールマガジン 令和５年５～６月 

地域まちづくり課「ヨコハマ

人・まち」、市民活動支援セン

ターメルマガ、都市づくりパブ

リックデザインセンター

関係団体等ホームページ 令和５年５～６月 
日経クロステック、横浜商工会

議所等 

Twitter、Facebook、Instagram 等 令和５年５～６月 
SNS 等を広報・周知方法とし

て積極的に活用する。 

スマートニュース（アプリ） 令和５年５～６月 

（２）募集リーフレット・ポスター配布先

広報内容 時期（予定） 備考 

区役所、行政サービスコーナー等 令和５年５月 

市内まちづくり活動団体 令和５年５月 

地域まちづくり組織、まち普請整

備団体等 

区役所等を窓口に各種まちづく

り団体への周知 

市内建設関係の業界団体 令和５年５月 

神奈川県建築士事務所協会、横浜

市建築士事務所協会、神奈川県建

築士会、横浜建設業協会、神奈川

県建設業協会、神奈川ビルヂング

協会 

市内大学 

市立中学校・小学校 
令和５年５～６月 

大学 29 校(大学・都市パートナー

シップ協議会 建築系学科があ

る場合は当学科へ送付) 

市立小 335 校・中学校 144 校 

中間支援組織 令和５年５～６月 

区民活動支援センター、社会福祉

協議会、まちづくり支援団体、地

域ケアプラザ、緑の協会等 

まちづくりコーディネーター 令和５年５～６月 

資料５ 

10



PR ボックス 令和５年５～６月 鉄道駅等に設置 

（３）その他 

広報内容 時期（予定） 備考 

区役所等にて広報パネル展示 令和５年５～６月 

区役所以外でもパネル展を開

催する。また、市 HP 等でパネ

ル展を広報・周知する。 

市庁舎低層部デジタルサイネージ 令和５年５～６月 第 10 回募集時より 

募集リーフレットに横浜・人・まち・

デザイン賞HPへのQRコードを掲載 令和５年５～６月 
過去の受賞景観を閲覧しやす

くする。 
同上 HP を整理 
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横浜まちづくり顕彰事業実施要綱 

 

（目的） 

第１条 横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例（平成 18 年 2 月横浜市条例第 2 号）

第 17 条及び横浜市地域まちづくり推進条例（平成 17 年 2 月横浜市条例第 4 号）第 15

条に基づき、横浜市における、地域の個性を活かした魅力あるまちづくりへの貢献が認

められる「まちなみを構成する建築物等」や、「地域まちづくりの取組」を顕彰し、もっ

てまちづくりの推進に寄与する目的で、横浜まちづくり顕彰事業（以下「顕彰事業」と

する）を実施する。 

 

（賞及び部門） 

第２条 顕彰事業には、横浜・人・まち・デザイン賞を設け、まちなみ景観部門、地域ま

ちづくり部門について実施する。 

(１) まちなみ景観部門の顕彰対象として応募または推薦することができるものは、横浜市

内において地域の個性を活かした魅力ある都市景観の形成に寄与している、まちなみ、

建築物、工作物等で、おおむね 10 年以内に新しく造られたもの、又は歴史的建造物

等再生されたものであるものとする。 

(２) 地域まちづくり部門の顕彰対象として応募または推薦することができるものは、横浜

市内において横浜市地域まちづくり推進条例第 2条第 1項第 3号に規定する地域まち

づくりで、おおむね 3 年以上の取組実績のあるものとする。 

 

（審査選考） 

第３条 顕彰対象の審査選考については各部門において次の機関が行う。 

（１）まちなみ景観部門の審査選考は、横浜市都市美対策審議会表彰広報部会が行う。 

（２）地域まちづくり部門の審査選考は、横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会が行

う。 

 

（顕彰対象の決定） 

第４条 顕彰対象は、横浜市都市美対策審議会表彰広報部会及び横浜市地域まちづくり推

進委員会表彰部会の選考に基づき、市長が決定する。 

 

（表彰） 

第５条 顕彰対象に対する表彰は、市長が隔年１回行う。 

 

（主催等） 

第６条 本事業は、横浜市が主催し、必要に応じて趣旨に賛同する団体の協力を得て行う

ことができる。 

資料６ 
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（国土交通大臣への推薦） 

第７条  市長は、横浜・人・まち・デザイン賞の受賞者を、国土交通大臣が行う「まち

づくりアワード＜功労部門＞」の候補者として推薦することができる。 

 

（その他） 

第８条  この要綱の実施に関し必要な事項は、都市整備局長が別に定める。 

 

付則 

この要綱は、昭和６０年１０月２２日から実施する。 

この要綱は、平成１１年１０月２５日から実施する。 

この要綱は、平成１７年 ４月 １日から実施する。 

この要綱は、平成２０年 ３月２１日から実施する。 

この要綱は、平成２４年 ４月 １日から実施する。 

この要綱は、令和 ４年 ２月 ７日から実施する。 
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横浜まちづくり顕彰事業実施細目 

 

（趣旨） 

第１条 この実施細目は、横浜まちづくり顕彰事業実施要綱（平成２４年４月１日改正。

以下「要綱」という。）の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（選考の原則） 

第２条 顕彰対象は、原則として民間のものとする。ただし、横浜市又はその他の行政機

関等が事業者である建築物、工作物等については、市民の評価が高いと認められる場合

に顕彰することができる。 

２  次については顕彰対象から除外する。 

（１）まちなみ景観部門については、過去において、横浜まちなみ景観賞、及び横浜・人・

まち・デザイン賞まちなみ景観部門を受賞したもの 

（２）地域まちづくり部門については、過去において、横浜まちづくり功労者賞、及び横

浜・人・まち・デザイン賞まちづくり活動部門又は地域まちづくり部門を受賞したも

の 

（３）法令、例規等に違反しているもの 

（４）その他顕彰対象としてふさわしくないと認められるもの 

 

（選考基準） 

第３条 まちなみ景観部門の選考基準は、次の各号によるものとする。 

（１）地域の個性と魅力にあふれた新しい都市景観の創造に寄与しているもの 

（２）まちの活性化に寄与し、賑わいのある都市景観を形成しているもの 

（３）歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与し、又はそれらと調和を保っている

もの 

（４）横浜らしさの演出に寄与しているもの 

（５）都市景観と環境や福祉への配慮などの先進的な取り組みが調和しているもの 

（６）その他、優れた都市景観の形成に寄与しているもの 

 ２ 地域まちづくり部門の選考基準は、次の各号によるものとする。 

（１）地域の魅力向上や、課題を見出して解決につながっている活動 

 （２）熱意をもって主体的に取り組まれている活動 

 （３）多様な地域住民に開かれ参加・参画している活動 

 （４）活動の独創性、地域資源（人、空間など）を生かした活動 

 （５）継続性・発展性・波及効果がみられる活動 

 

資料７ 

改定案 ※下線部分は第 10 回からの変更点 
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（調査又は報告） 

第 4 条 市長は審査選考のため必要があるときは、顕彰対象として応募又は推薦すること

ができるもの状況を調査し、又はその関係者から報告を徴することができる。 

 

（表彰対象） 

第５条 表彰は、顕彰対象に関連した次に掲げるものに対して行う。ただし、法令、例規

等に違反又は、表彰対象とふさわしくないと認められる物については、表彰対象としない。 

（１）まちなみ、建築物、工作物等の事業者、設計者、施工者等 

（２）横浜市地域まちづくり推進条例第 2 条第 1 項に規定する地域まちづくり活動の主体

である団体及び当該活動を支援した個人または団体 

（３）その他顕彰対象に関連するもの 

 

（表彰方法） 

第６条 表彰は、市長が行い、表彰状を授与する。 

２ 表彰対象に対し、記念品を贈呈することができる。 

 

（事務局） 

第７条 表彰に関する事務を処理するため、事務局を設ける。 

２ 事務局は、まちなみ景観部門においては都市整備局景観調整課、地域まちづくり部門

においては同局地域まちづくり課に置く。 

 

（その他） 

第８条 この実施細目に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

付則 

この細目は、平成１１年１０月２５日から実施する。 

この細目は、平成１７年 ４月 １日から実施する。 

この細目は、平成２０年 ３月２１日から実施する。 

この細目は、平成２４年 ４月 １日から実施する。 

この細目は、平成２５年 ４月 １日から実施する。 

この細目は、令和 ５年  月  日から実施する。 
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第18回横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会会議録 

日  時 令和４年11月25日（金）14時00分から15時30分まで 

開催場所 市庁舎29階Ｓ03共用会議室（オンライン） 

出 席 者 
【委 員】（リモート参加）室田部会長、大野委員、片岡委員、齋藤委員、田邊委員 

【事務局】榊原部長、萩原担当課長、武智担当係長 

欠 席 者 なし 

開催形態 公開（傍聴０人） 

議 事 
１ 第11回 横浜・人・まち・デザイン賞 地域まちづくり部門について（審議） 

２ その他 

決定事項 
審査基準について事務局で文案を作成し、委員に確認 

次回の合同部会の日程 

【議事１】第11回 横浜・人・まち・デザイン賞 地域まちづくり部門について（審議） 

（事務局）各資料を説明。 

 

（田邊委員）第10回では、２次選考に向けて市職員が団体へのヒアリングを実施し、委員の前でプレゼン

を行ったプロセスがとてもよかった。第11回でもそれを実施されることはよい。横浜・人・まち・デザイ

ン賞 地域まちづくり部門では、福祉・教育・防災など様々な分野の取組から選考しているが、改めて市

としての「デザイン」の定義や「まちづくり」の考えを募集にあたって伝える必要があると思う。 

（部会長）確かにこれまで選考した団体の分野の幅は広く、現在の基準の書き方では、市民にわかりにく

いかもしれない。まちづくりは変化しており、それに沿って募集の仕方も検討していく必要がある。 

 

（片岡委員）本日の部会と次回の合同部会では、それぞれどの範囲まで議論するのか確認したい。 

（事務局）本日は「選考のスケジュール」及び「選考の進め方」の決定を予定している。次回の合同部会

では、全体に関連する部分、広報の仕方や募集リーフレットのデザインについて議論できればと考えてい

る。ただ、本日も広報等についてもご意見いただければ、すでに開催済の横浜市都市美対策審議会表彰広

報部会でいただいた意見と合わせて、合同部会で案を示したいと考えている。 

 

（部会長）資料３について議論していくが、この議題で田邊委員の意見について意見交換を行うのはいか

がでしょうか。 

（田邊委員）「まちづくり」を担う都市整備局のもとでデザイン賞は実施している。地域まちづくり部門

では様々な分野から推薦があるが、本表彰事業ではどのような「まちづくりのデザイン」の表彰を想定し

ているか。課題解決することだけでもデザインの意味を示すが、この事業ではどこまでがまちづくりにあ

たるのか。例えば、第10回に地域まちづくり部門を受賞した団体の中には、まちづくり景観部門の応募で

もよいと思う事例もあった。他の委員及び市から意見をお聞きしたい。 

（事務局）個人的な見解ではあるが、デザインとは見た目が美しいというだけでなく、コミュニティデザ

インという言葉もあるように、活動自体を組み立てていく事もまちづくりのデザインとして評価できると

考えられる。 

（部会長）デザイン賞の中で、部門ごとにすみ分けは必要だが、団体がどこを評価してほしいかによっ

て、応募される部門が変わってくる場合もある。 

（事務局）第10回では応募前にどちらの部門で応募すればよいか団体から相談があった。その際には団体

として評価してもらいたい部門の視点でエントリーしてほしい旨を伝えた。その結果として団体は地域ま

ちづくり部門に応募された。部門ごとでの切り分けは大事だと思うが、互いの部門で切り分ける判断はな

かなか難しい。 

 

（部会長）地域まちづくり推進条例上で「地域まちづくり」とは、「安全で快適な魅力あるまちを実現す

るために行う市街地の整備又は保全その他の地域の環境の維持又は改善の取組」とある。そこから、ハー

ド面を意識された定義となっているがこの表彰事業も同様の認識で間違いないか。 

（事務局）間違いない。簡単に述べると「ハード整備を伴う地域まちづくり」に都市整備局は支援してい

て、それを踏まえて表彰事業が実施されている。 

 

（齋藤委員）「デザイン」の意味については検討の必要があると思う。リーフレットに記載の選考の視点
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をもう少し分かりやすく表現し直してみてはどうか。まちなみ景観部門のように文章形式でもよい。 

（片岡委員）直接リーフレットの記載への指摘ではないが、第10回の１次選考で使用した「選考の視点」

の詳細版の資料があったので、それを見直してもよいかもしれない。これほど細かい内容を全て基準に落

とし込むことは厳しく、各項目は要綱などで定まったものではないが、選考基準を考える上で参考にな

る。 

（事務局）本日の部会の中で各選考基準の文案を確定することは難しいと思う。応募する側にもわかりや

すい基準へ変更すべきとのご指摘としてご意見を伺いたい。基準全体の一貫性等については、事務局で検

討したい。特に重要視する箇所などがあればご教示いただきたい。 

 

＜「選考の視点」の詳細版の資料を共有＞ 

①公共性 

（大野委員）選考のときに特に難しいと感じた項目。各応募内容によって様々な「公共性」があり、その

中でも選考ではどんな「公共性」を重視するのか、具体的なイメージを持ちづらかった。 

（事務局）具体的な内容として、「地域の魅力を向上する」や「地域の課題解決に貢献」など、地域にと

ってより良い状況になるように工夫した活動を示す文言を盛り込むと分かりやすいと思う。 

（片岡委員）そのような具体的な内容があった方がわかりやすい。 

（大野委員）一般の方にもそちらの方がわかりやすいと思われる。 

（部会長）選考基準の文言を修正して事務局側で案を作成してもらうのは、いかがでしょうか。現時点で

それぞれの項目で委員から意見があればさらに聞きたい。 

 

②積極性 

（大野委員）「団体の発意」をもっとわかりやすい表現にできないか。 

（田邊委員）昨今の「エリアマネジメント」のブームでコミュニティのみの力で模索していたところ、資

金面でサポートする企業の参入によって、一気に大きく動くまちづくり活動がある。本来地域活動は、地

域の純粋な発意から、試行錯誤して継続につながっていき、持続可能な活動に成り立っていくものだと思

う。この基準では、そのような活動と区別して選考できるようにしたい。 

（齋藤委員）同意。そのような地域の自発性や主体性は、基準の意味として外せないところである。 

（部会長）「積極性」の意味について、他に意見はあるか。 

（齋藤委員）「地域課題の解決を積極的に図る活動」について、「地域の課題解決」ではなく、活動の中

で出た課題に対して乗り越えていく意味合いで「積極性」を評価するのではないか。 

（事務局）事務局としても、「自主性」や「主体性」という意味合いで対応していた。 

（田邊委員）「熱い思い」も評価できるとよい。 

 

③地域住民等の幅広い参加や他団体との連携 

（部会長）他の団体とは連携していないが、１団体で一生懸命活動している場合もあるが、そうした団体

に対する評価は必要ないか。 

（齋藤委員）多世代など各所属を超えた関係で活動されることはとても良いことだが、評価において必須

である必要はないと思う。他のコミュニティとの関係はなくても、公益性がある活動は実際にある。その

ような関係があればさらに良いと評価するのはどうか。地域に開かれた活動であることは大切だが、場合

によっては「連携」の内容がなくてもよいと考える。 

（部会長）地域の中で率先して課題解決を行う上で、そのテーマに特化した特色を持った団体はいる。団

体メンバー自体は少人数かもしれないが、否定的な評価にはならないと思う。 

（田邊委員）団体の活動が閉鎖的ではなく、様々なコミュニティと関わる機会が提供されているのであれ

ば、「連携」は必須ではないと思う。幅広い方への提供があれば、限られた分野の団体も評価してよい。

少し尖った活動の方こそ魅力がある場合もあり、地域に影響力があったりする。 

（齋藤委員）もちろん団体のみで解決できない課題や広がりを生み出せないことに、他団体と連携して相

乗効果を生み、価値が高まったのであれば、それに対して高く評価することができるよう基準に残してほ

しい。 

（片岡委員）量よりも質を評価できたらよい。しっかり地域の人材を生かせているかなど、その地域がも

つ独自性の質の方が重要ではないか。幅広い人の量ではなく、地域の特徴を生かしている度合の方が重要

かもしれない。 

（大野委員）地域の独自性に関連して「横浜らしさ」を評価できたら、さらに良い。基準での定義は難し

17



 

 

いが評価につなげられたら、さらに表彰事業が面白い取組になる。 

（田邊委員）まちなみ景観部門の選考の視点に「横浜らしさの演出に寄与しているもの」とあり、地域ま

ちづくり部門でも採用することは良いと考えるが、実際の選考で評価することは難しいと思う。 

 

④活動の独創性、⑤今後の活動の継続性・発展性 

（片岡委員）選考で悩んでいた「新しいことに挑戦した団体」と「活動を着実に継続してきた団体」に対

する評価で、特に前者は新しいものを取り込むことが「横浜らしさ」を表しているのではないか。これま

でのデザイン賞の評価は、全体的に総合力の高さが見られている。評価基準５つの視点での評価で総合的

に評価しているが、これからの可能性がある活動団体に対して評価がしづらい。「横浜・人・まち・デザ

イン賞」が、「これからのまちづくり」のあるべき姿を提示するのか、これまで頑張ってきた活動へのご

褒美なのか。それによって、表彰としての方向性が大きく変わるのではないか。選考するときに悩む内容

である。 

（事務局）１次選考では５つの評価基準それぞれについて同じ重みづけで採点してもらうが、２次選考で

は５つの評価基準を足し上げた単純な評価ではなく、委員の皆様それぞれの視点で表彰すべき団体を選ん

でいただき、その数が多い団体を最終選考として決定している。そのため、１つのテーマに特化した団体

が選ばれる余地も残っている。確かに総合力の高さが求められる１次選考を通過しないと難しいが、現在

の選考はある程度バランスの取れたやり方になっている。 

 

（部会長）これまでの意見を踏まえて、各基準の内容を見直していただき、改めて事務局から案を共有い

ただきたい。 

（事務局）承知した。 

 

（部会長）広報の書き方やデザインについて意見はあるか。 

（齋藤委員）デザインの色（青・白）はどちらも良いが、頻繁に変わるとブランドイメージが定まらない

ので、前回と同様で良い。また、応募方法でぜひ二次元コードを活用してほしい。今はスマートフォンや

パソコンで応募する場合が多いと思われる。ハガキの有無も今後検討する必要があるが、様々な方に応募

してもらうためにひとまず現行のままでよい。リーフレットでは文字を少なくして、詳細をHPで読んでも

らうようにやり方を変える時期ではないか。 

（事務局）第８回、第９回のデザインでは青色を起用していたので、次回は青色に変更すると統一性が保

たれると考える。前回は第10回の節目であったために白色に変更した経緯がある。 

（部会長）統一性の観点を含めて、事務局でデザインを考えてほしい。部会長のコメントはなくてもよ

い。それよりも、市民がより知りたいと思われる選考の考え方や表彰対象のイメージ写真を増やしてはど

うか。 

（大野委員）応募したい方が悩んだときのために、問合せ先をもう少し大きく表記してはどうか。また、

気軽に問合せができるような工夫をしてもよいと思う。 

（事務局）頂戴した意見を参考にしてデザインの検討を進める。 

 

 

【議事２】その他 

（事務局）次回の合同部会の日程調整等の相談。 

 

 

 

 

以上 
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